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３－２ 点検の実施 

３－２－１ 点検計画の策定 
 

○ 点検には、日常点検、定期点検、異常時点検、詳細点検があり、早期に損傷を発見し、

状況を把握し、安全性等を確保するための保全対策工法と保全対策時期の検討に必要な

情報を得ることを目的に実施する。 

○ それぞれの点検は、農道の路線としての重要性や構造物の特性、重要性、劣化要因、

耐震化等を踏まえて、点検計画を策定して実施する。 

○ 点検計画には、点検の頻度又は時期、点検項目と点検方法、点検体制、安全対策、緊

急連絡体制、工程など必要事項を定める。 

 

・ 点検は、損傷の状況を適切に把握し、保全対策工法と保全対策時期の検討に必要な情

報を得ることを目的として実施する。 

 

・ 点検には、日常点検、定期点検、異常時点検、詳細点検があり、それぞれの点検の特

性に応じた役割分担のもとで、得られる情報を共有しながら効率的かつ効果的に行うこ

とが重要である。各点検の目的及び頻度の設定例を表－３に示す。 

 

・ 点検は、予算的な制約等もある中で効率的に実施することが必要となる。このため、

表－４に示す緊急輸送道路の指定の有無や交通量などの路線の重要性、第三者への影響

などの構造物の重要性等を踏まえて、優先順位も配慮した点検計画を策定して実施する。 

 

 

【表－３ 点検の種類と頻度の設定例】 

点検の種類 目的 頻度 

日常点検 
日常管理の一環として、構造物の異常を

発見することを目的に実施 
随時（パトロール） 

定期点検 
構造物の損傷状況を把握することを目的

に実施 
５年ごと 

異常時点検 
異常気象、地震、事故等の発生直後に安

全性の確認を目的に実施 
異常時の発生直後 

詳細点検 
定期点検等では判明しなかった損傷原因

等の把握を目的に実施 
定期点検を踏まえて実施 
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【表－４ 点検計画策定にあたっての視点】 

 

区分 視点 要素 指標・判断基準（例） 

路線の重要性 

消費者の視点 

生産者の視点 

地域住民の視点 

防災計画上の重要路線 緊急輸送道路の指定の有無 

幹線道路へのアクセス性 迂回の影響の大小 

通行止めによる影響 
迂回の影響の大小、孤立集落の発

生の有無 

交通量 交通量の大小 

農産物流通 
農業生産性、農産物流通への影響

の大小、鮮度、荷痛み防止 

通作、ほ場内作業の能率向上 
ほ場への通作、農産物の搬出への

影響の大小 

構造物の重要性 安全性確保の視点 

第三者への影響 跨線橋、跨道橋 

施設規模 構造物の重要度（耐震対策）、延長 

劣化進度 
塩害の発生しやすい沿岸部、凍害

の発生しやすい山間部 

供用期間 経過年数 

損傷状況 既往損傷の履歴 
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・ 点検計画は、点検実施主体が必要な事項を検討して策定する。なお、事前に農道台帳

や維持管理データ及び過去の点検結果などを確認し、対象路線及び構造物の概要を把握

し、重複や手戻りが生じないよう留意する。 

 

【表－５ 点検計画に定める事項（例）】 

  

点

検

計

画

に

記

載

す

べ

き

事

項 

点検の頻度・時期 

 農道の設計条件、路線としての重要性、構造物の特性・重要度（耐震

対策）、劣化要因等を考慮し、構造物毎に点検の頻度、実施時期を設定

する。 

点検項目と方法 

 必要な情報を得るために点検する路線、環境条件、施設、部位、部材等

に応じて適切な項目（損傷の種類）を整理するとともに、点検項目に応じ

た適切な方法を定める。 

点検体制 

 点検の種類に応じた点検作業員、連絡調整用員、点検に伴う交通誘導警

備員等の点検における実施人員体制を定める。 

（定期点検の体制の例）（道路橋定期点検要領（国土交通省道路局、H31.2）） 

 道路橋の定期点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者

がこれを行う。 

 【補足】 

  健全性の診断（部材単位の健全性の診断）において適切な評価を行う

ためには、定期点検を行う者が道路橋の構造や部材の状態の評価に必要

な知識および技能を有することとする。当面は、以下のいずれかの要件

に該当することとする。 

  ・道路橋に関する相応の資格又は相当の実務経験を有すること 

  ・道路橋の設計、施工、管理に関する相当の専門知識を有すること 

  ・道路橋の点検に関する相当の技術と実務経験を有すること 

安全対策 

 道路交通、第三者及び点検に従事する者の安全確保を第一に、労働基準

法、労働安全衛生法、道路交通法、その他関連法規を遵守するとともに、

現地の状況を踏まえた適切な安全対策について、盛り込む。 

緊急連絡体制 

 事故等の発生時の緊急連絡体制を構築する。点検員等から、調査職員、

警察署、救急指定病院等へ連絡する場合の手順を明らかにしておく。また、

構造物の安全性の観点から緊急対応の必要性があると判断された場合の

連絡体制を定めておく。 

工程 
 定期点検を適切に行うために，点検順序、必要日数あるいは時間などを

あらかじめ検討し、点検計画に反映させる。 

策

定

の

際

に

検

討

す

る

事

項 

既存資料の把握 
 農道台帳、維持管理データ及び過去の点検診断結果の記録等を調査し、

構造物諸元及び補修履歴等を整理する。 

現地踏査 

 点検に先立ち、農道構造物本体及び周辺状況を把握し、点検方法や足

場等の資機材の計画立案に必要な情報を得るための現地踏査を実施す

る。この際、交通状況や点検に伴う交通規制の方法等についても調査し

記録（写真を含む）する。 

管理者協議 

 点検の実施にあたり、交通規制等を行う場合において、鉄道会社、公

安委員会及び他の道路管理者等との協議が必要な場合には、点検が行え

るように協議を行わなければならない。 
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３－２－２ 日常点検 
 

○ 日常点検は、日常管理の一環として、巡回パトロールにより構造物等の異常を発見す

ることを目的に実施する。 

 

（１）日常点検は、日常管理の一環として、管理車両等による巡回パトロールの際に、目

視及び車上感覚で舗装や伸縮継手等の異常を確認するとともに、橋梁、トンネル、道

路の附帯施設（ガードレールや落石・落雪防止柵等）や土工、法面保護工等の変状に

ついて目視や双眼鏡を用いた遠方目視により行う。 

 

（２）日常点検（この一環として実施する構造物の損傷の進行状況の監視を含む）により

構造物の不具合や損傷等の早期発見に努めるとともに、日常管理として構造物の劣化

等を防ぐため、保守管理作業を定期的に行う。 

 

【表－６ 日常管理における保守管理作業】 

保守管理作業 構造物への影響 

①清掃 側溝、橋梁の排水施設からの漏水による法面の崩壊や橋梁の発錆 

②除草・剪定 
根の侵食等による舗装の隆起、亀裂の発生、草木の繁茂による法面

吹付けモルタルのひび割れ 

③除雪 積雪による構造物の破損（落橋、防護柵の変形） 

④軽微な補修 軽度な損傷部やポットホールを起因とした損傷の拡大 

 

 

橋梁排水施設の清掃 

 

除草作業 

 

除雪作業 

 

軽微な補修作業 

【写真－３ 保守管理作業】 
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（３）点検結果については、次回以降の日常点検、定期点検、保全対策計画等の基礎資料

として重要であることから、どの位置でどのような変状が発生しているのかを記録し、

保存・蓄積しておくことが重要である。また、目視確認の範囲で変状の程度まで確認

し、原因が考察できるようであればその所見についても記録しておくことが望ましい

（参考様式－１及び参考様式－２参照）。 

 

（４）点検結果の記録方法としては、点検実施者が問診票（カルテ）を作成して整理する

方法のほか、携帯端末を利用し、位置情報と施設情報を現場から瞬時にデータベース

化できるシステムの活用も有効である。 

 

【図－３ 携帯端末を使った点検結果の記録（イメージ）（青森県 HPより）】 

 

＜参考＞ 

  農道は、農道管理者と受益農家や地域住民が一体となって日常の適正な管理を心がけ

ることにより、農道の機能の保全と構造物の長寿命化に対して、多くの効果が期待でき

る。地域住民等による農道の日常管理や長寿命化対策の活動には、多面的機能支払交付

金制度及び中山間地域等直接支払制度の活用も可能である。 

【図－４ 多面的機能支払交付金の概要】  
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